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序　佐渡市では、平成 20年度より佐渡島内に残る石切場跡の調査を実施し
ています。本書は、平成 20年度から 22年度にかけて行った片辺・鹿野
浦海岸石切場跡の分布調査結果をまとめたものです。
　佐渡を代表する鉱山である相川金銀山の鉱山都市として成立した相川市
街地の周辺地域には、鉱山に関係する遺跡が多く分布し、歴史的な文化遺
産に恵まれた地域として知られています。片辺・鹿野浦海岸石切場跡は、
相川市街地の北方、外海府海岸に残る鉱山に深く関係した石切場として貴
重な遺跡の一つです。
　江戸時代に、ここで切り出された石は、船で下相川の石切町に運ばれ、
鉱石を粉砕するための石
いしうす
磨（下
したうす
磨）に加工されて鉱山へ供給されていまし
た。生産された石磨の量には目を見張るものがあり、現在でも相川市街地
の様々な場所で石磨を見ることができます。上磨の石材供給地であった吹
上海岸石切場跡と同じく、佐渡金銀山の歴史を語る重要な石切場跡と言う
ことができます。
　これらの調査成果が、郷土の歴史教育や地域活動に広く活用されること
を願うとともに、文化財に対する一層の関心と理解を深めるための契機と
なれば幸いです。
　最後に、今回の調査及び本書の編集にあたり、御指導・御協力いただき
ました関係各位に対して厚くお礼申し上げます。
　　平成 23年 3月
佐渡市長　髙　野　宏一郎
例　　　言
	 1	 本書は佐渡市戸中、南片辺地内に所在する片辺・鹿野浦海岸石切場跡の平成 20年度から平成 22年度にかけて
の分布調査に関する報告書である。
	 2	 本書は本文・挿図・表・図版・写真図版からなる。
	 3	 分布調査は、史跡指定を目的とした遺跡内容確認のためのものである。
	 4	 調査は、平成 20年度は佐渡市教育委員会が実施し、平成 21年度以降は佐渡市が実施した。
	 5	 調査にあたり、平成 21年度～ 22年度に文化庁の国宝重要文化財等保存整備費補助事業の事業採択を受けて実
施した。
	 6	 調査に係る資料は、すべて佐渡市が保管・管理している。
	 7	 本書で用いた方位は、特に表示の無い場合、すべて真北である。
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第Ⅰ章　調査の経緯と経過
1　調査に至る経緯
　平成 9 年、佐渡島に残る金銀山の価値を世界に発信し、その保護と活用を目的として佐渡郡町村会に
より「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」（以下準備会、平成 16 年 3 月市町村合併まで）が発足した。準備会は
分野ごとに調査部会が設けられ、旧市町村と協力して各種の調査を進めてきた。準備会及び関連市町村の
これまでの調査成果については、平成 14 年度に旧相川町教育委員会の『佐渡金銀山 相川町鉱山間歩分布
調査・寺社調査報告書』、平成 16 年度には佐渡市教育委員会の『佐渡金銀山 相川地区石造物分布調査報
告書』が刊行されて、佐渡島内に所在する主要な石切場跡の分布図が掲載された。この間、行政組織の改
編として、平成 15 年度に旧相川町町長部局に佐渡金銀山課が設置されている。
　平成 16 年 3 月には市町村合併が行われて新たに佐渡市が誕生し、準備会及び旧相川町佐渡金銀山課、
相川町教育委員会の調査を引き継ぐ形で、佐渡市教育委員会生涯学習課に佐渡金銀山室が設置された。平
成 18 年度に組織改編により文化行政を主な用務とする文化振興課として独立し、平成 19 年度には課名
を世界遺産・文化振興課へと変更している。平成 21 年 4 月、教育委員会から総務部へと所属が変わり、
総務部世界遺産推進課として新たに課が立ち上げられ、佐渡金銀山遺跡に関係する調査事業が引き継がれ
た。
　佐渡島内に分布する石切場跡は、これまでに佐渡市内の研究者や市町村史編纂に伴う調査によってその
存在が認知されていたにもかかわらず、遺跡の詳細な調査は行われてこなかったため、規模や内容につい
て不明な点が多かった。特に相川地区内には、相川金銀山や相川の市街地形成と密接に関係する石切場跡
が多く、石切場跡が今後の調査研究を進める上でも重要な位置付けとなることが予想された。このため、
佐渡市教育委員会では、平成 19 年度から 20 年度にかけて、鉱山臼（上磨）の石材を切り出していた吹
ふきあげ
上
海岸石切場跡の分布調査・地形測量を実施した［佐渡市教育委員会 2009］。また、国史跡指定を視野に入れ
た範囲・内容確認のため、吹上海岸石切場跡の調査に引続き、鉱山臼（下磨）の石材を切り出していた片
かた
辺
べ
・鹿
か の
野浦
うら
海岸石切場跡の調査計画を立案し、平成 21 年度から平成 22 年度にかけて、分布調査・地形
測量を実施することとなった。
2　調 査 経 過
　平成 17 年に刊行された『佐渡金銀山 相川地区石造物分布調査報告書』では、戸中地内の平根崎から南
片辺地内に至る南北の海岸線に遺跡が立地すると報告されており、遺跡の範囲が海岸線沿いに大きく広が
ることが予想された［佐渡市教育委員会 2005］。また、当該遺跡のおおよその範囲と遺構の分布域を明らか
にし、地形測量の範囲を決定するため、事前に現地踏査を行う必要があった。遺跡の南端は、比較的踏査
の容易な環境であったため、遺跡の範囲を特定することができたが、それ以外の場所は、波打ち際にまで
海岸段丘崖がせまる急峻な地形が多く、踏査時に徒歩で行動できる範囲が限られていたことから、海上か
ら目視によって石切場の痕跡を確認することとした。
1
2　平成 20 年 10 月 1 日、姫津漁協に依頼して船舶を出し、戸中の平根崎より北片辺に至る範囲について、
海上から分布調査を行った。調査の結果、鹿野浦から南片辺までの海岸部で、採石が行われたと推測され
る平滑な面を持つ露岩・岩礁が確認されたが、平根崎付近より鹿野浦トンネル付近までと南片辺以北では、
石切場と想定される遺構は確認できなかった。
　平成 21 年度は、国史跡指定に向けた意見具申用の資料とするため、詳細な地形図の作成を行う必要が
あり、平成 21 年 9 月 4 日に株式会社オリスに業務委託して地形測量を実施した。測量にはセスナ及びラ
ジコンヘリを使用したデジタルカメラからの撮影情報より三次元写真計測を行う手法を用いた。撮影によ
って得た画像データを解析することによって、縮尺 500 分の 1 の地形図を作成した。また、調査地が見
学に適さない地形であるため、視覚的に資料を公開したいと考え、計測用の三次元データを加工して、よ
り立体的な資料として復元情報を作成した。
　平成 22 年度は、6 月 10 日～ 11 日に前年度に作成した地形図データをもとに、現地調査を実施し、
最終的な遺構の分布状況を確認したうえ、遺構の撮影、矢穴・矢穴痕の法量計測、ハンディ GPS を使用
した位置情報取得を実施した。当該地が海岸部の岩場に立地する石切場であるため、土砂の堆積が無く、
地表面で遺構が確認できること、国指定名勝「外海府海岸」の特別規制地区であることから、発掘調査は
実施していない。また、7 月 24 日に、兵庫県芦屋市教育委員会の森岡秀人氏に現地指導をしていただき、
矢穴の形状と時期について指導をしていただいた。
3　体　　　制
平成 20年度
平成 21年度
平成 22年度
調 査 期 間 平成 20 年 10 月 1 日
調 査 主 体 佐渡市教育委員会　教育長　渡邉剛忠
事 務 局
高藤一郎平（世界遺産・文化振興課長）
齋藤　義昭（課長補佐）
下谷　　徹（世界遺産調査係長）
担 当 宇佐美　亮（調査係主任）
調 査 期 間 平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 19 日
調 査 主 体 佐渡市　市長　髙野宏一郎
事 務 局
北村　　亮（世界遺産推進課長）
濱野　　浩（課長補佐）
下谷　　徹（調査係長）
担 当 宇佐美　亮（調査係主任）
調 査 期 間 平成 22 年 6 月 10 日～平成 22 年 6 月 11 日
調 査 主 体 佐渡市　市長　髙野宏一郎
事 務 局
北村　　亮（世界遺産推進課長）
濱野　　浩（課長補佐）
下谷　　徹（調査係長）
本間　一夫（調査係調査員）
担 当 宇佐美　亮（調査係主任）
3　体　　　制
3第Ⅱ章　遺跡をとりまく環境
1　地理的環境
　佐渡島は、本州、北海道、九州、四国を除くと、沖縄本島に次ぐ大きさの島で、新潟県海岸（角田岬）よ
り 32km 西の日本海上に位置し、面積は約 855.27km2、周囲の海岸線は 280.4km を測り、山林と雑種地
が島面積の 80％以上を占めている〔第1図〕。地勢は、大まかに山地、海岸段丘及び低地・台地を含む平
野から成り、地形要素の複合という点では本州とほぼ同一の性質を持つことが特徴である［式 1964］。島
中央には国中平野が広がり、北に大佐渡山脈、南に小佐渡山地が並行する形でそれぞれ長軸を NE － SW
方向に延ばしている。大佐渡山脈は、標高 1,172m の金北山をはじめとする 1,000m 近い比較的高い山並
みが連続し、小佐渡山地は、標高 645m の大地山をはじめとする比較的低い山並みが連続する。
　佐渡島で確認される最古の岩石は、今からおよそ 2 ～ 3 億年前の古生代後期のものであるが、佐渡島
における地層の大部分は、火山によって形成された火山岩類及び日本海の海底で堆積した地層が重なって
形成されたものである。このうち、相川金銀山が立地する大佐渡山脈を構成する地質は、古第三紀・斬新
世（2,300 万年前）から新第三紀中新世初期（1800 万年前）に堆積したグリーンタフである。また、その他
の岩石として、凝灰岩、玄武岩、硬質頁岩がみ
られる。グリーンタフは、デイサイト（石英安
山岩）や安山岩の溶岩類やそれらの火砕岩から
なる火山噴出物を主体とし、下位から入川層・
相川層・真更川層・金北山層の順に堆積してい
るが、これらをまとめて相川層群とよんでいる
〔第 2図・第 1表〕。大佐渡山脈に分布する金銀
鉱床の多くは、この相川層群を貫く熱水性鉱脈
鉱床で、鉱床を含む地層は、入川層（大立層）・
相川層に限られている〔第 3 図〕［坂井・大場
1977］。
　日本海が誕生した約 1,700 万年前には、海
浸期に伴う砂岩・礫岩・シルトを主体とする堆
積岩からなる下戸層・鶴子層・中山層が形成さ
れ、これらの地層が隆起運動により変形しなが
ら海上に現れ、佐渡島が誕生したと考えられる。
佐渡島が現在とほぼ同じ形状となったのは、お
よそ数十万年前とされるが、第四紀中頃になる
と隆起運動が活発化して、高い山地が形成され、
氷期・間氷期の繰り返しによる海水面の上下運
動が重なり、海岸段丘が形成されていった。こ
片辺・鹿野浦海岸
石切場跡
（「佐渡市全図」［佐渡市2004］を改変）1：250,000
第 1図　石切場跡の位置
4第 1表　佐渡島の地質（［神蔵・小林 1993］を一部改変）
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基盤岩類
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110
3～20
10～40
30
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110
320
10～30
300
200
1500
1500
500
？
粘土・シルト・砂および礫の不規則互層
褐色粘土
シルト・砂および礫の互層
砂とシルトの互層、礫
粗粒砂礫と細粒砂の互層、砂礫
褐色粘土、不淘汰礫層
細粒砂と石灰質砂の互層
砂質シルトと細～中粒砂の互層
塊状シルト
珪藻質泥岩、グロコナイト
硬質頁岩、グロコナイト質砂岩
玄武岩（枕状溶岩、ハイアロクラスタイト）
礫岩、砂岩
石灰岩質砂礫層
デイサイト溶岩・火砕岩
デイサイト溶岩・火砕岩・溶結凝灰岩
玄武岩・溶岩・火砕岩、シルト岩
変質安山岩溶岩・火砕岩・溶結凝灰岩
礫岩、硬質頁岩、金鉱床
デイサイト質火砕岩・溶結凝灰岩
花崗岩
粘板岩、チャート、砂岩、礫岩
石灰岩、結晶質石灰岩、変玄武岩、変ハンレイ岩、蛇紋岩
国中平野の誕生
佐渡島の誕生
深くなる古日本海
古日本海の誕生
大昔の海の時代
火山活動をともなう大陸の時代
佐渡島の隆起と段丘の形成
第 2図　佐渡島内の地質概略図（［新潟県 1989］を一部改変）
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5
うした段丘面は、現在 5 段まで
確認されている。国中平野は中央
部が沖積層であるが、周辺部には
低位段丘、中位段丘がよく発達し、
加茂湖はこの中位段丘によって囲
まれている。また、平野西側には
真野湾に沿って八幡砂丘が発達し
ており、こうした砂丘列が 8 列
確認されている［新潟県教育委員会
2000］。
　相川地区は、真更川から北の
部分を除く大佐度山脈西側斜面
と、南部の二見半島の大部分を含
んでいる。外海府と呼ばれる海沿
いの地形は、連続的に発達してい
る海岸段丘で、海抜 200m 以下
の部分がこれにあたる。段丘面は
5 ～ 6 段あり、互いに段丘崖によ
って隔てられている。最も下位の
崖下には、隆起波食台等に由来す
る小規模な平地が付随し、臨海の
集落とこれらを結ぶ道路のほとん
どがここに立地する。大佐渡山脈
の斜面を下る河川は、38 本を数
え、いずれも直線的な必従谷で比
較的短小で、段丘地を塊状に分断
している。段丘上は、河川の上流から用水が引かれ、よく開田されている。二見半島の七浦海岸を含め外
海府海岸・大佐渡の山稜部は「佐渡弥彦国定公園」に、また外海府の海岸は「佐渡海府海岸」として国の
名勝に指定されているが、主に火山岩から成る複雑な構成であり、これに激烈な海食作用が加わって、様々
な変化がもたらされている［式 2002］。海岸線沿いの多様な火成岩から石材を得るために江戸時代以降に
春日崎、下相川、吹上、片辺・鹿野浦海岸等の石切場が開かれ、様々な石製品の石材として利用された。
とくに相川金銀山で使用される石磨は上磨・下磨とも特定の石材で作られていることに特徴があり、上磨
は下相川吹上の球顆流紋岩、下磨は片辺・鹿野浦海岸の花崗岩質礫岩を主に使用している。
　片辺から鹿野浦に至る海岸線にはグリータフ中に花崗岩礫を多量に含む礫岩（花崗岩質礫岩）が分布し、
片辺礫岩と呼称されている。片辺礫岩は、片辺南海岸より鹿野浦に分布する塊状、無層理のものと、平根
崎、戸中付近に分布する層理が発達し、砂岩、珪質細粒凝灰岩と互層するものがあるが、佐渡島内におけ
る分布域は、前述の範囲に限定されている。石材として切り出されたものは前者で、分布が海岸沿いに限
られ、花崗岩礫がほぼ 80 ～ 90％を占める礫岩で、基質は灰緑色、灰黄緑色で、時に暗緑色を呈する花
第 3図　大佐渡地域の地質鉱床図（［坂井・大場 1977］より転載）
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6崗岩の破片および安山岩質凝灰岩である。まれに 30cm 程度の砂岩を挟んでいる。全体として非常に硬く、
柱状節理がほぼ垂直に発達して、断崖をつくり、遠望すると火成岩体のような産状を示している。細工は
比較的容易ではないが、鉱山臼として多量に使われている［相川町史編纂委員会 1973］。
　相川地区の集落は、海岸沿いの海成段丘面上や河川によってわずかに形成された扇状地上に立地し、耕
作地は主に集落背後の海成段丘面上に広がっている。集落背後の海成段丘面は河川によって深く抉られて
独立し、舌状台地の形を呈して集落の背後に迫っている。これらの舌状台地から始まる尾根の上を南東へ
進むと大佐渡山脈の主稜線を越えて国中平野へ向かうことができる。相川湾の入江もこうした侵食による
堆積がある程度進んでいたと推測されるが、現在見られるものの多くは江戸時代以降における埋立てに
よるものである［佐藤 1994］。相川湾より南は二見半島と呼ばれ、外海府地域とは区別されている。第四
紀の中頃に活発化した隆起運動の影響が大きい区域にあたり、段丘地形がよく発達している［小林・神蔵
1993］。半島は大佐度山脈の南端にあることから、集落背後の山は緩やかで、灌漑設備が整ってからは、
内陸深くまで耕作地が広がっている。ここも地形はほとんどが台地と急斜面からなっており、集落は海岸
沿いの海成段丘面に立地している。河川による侵食は、外海府地域ほど大きくない。
2　石切場跡の位置と範囲
　片辺・鹿野浦海岸石切場跡は、外海府海岸沿いに所在する南片辺集落の南方、片辺から鹿野浦海岸を中
心とする海岸段丘崖下の海岸部、標高０～ 10m 付近に立地しており、国指定名勝「佐
さ
渡
ど
海
かい
府
ふ
海岸」の特
別規制区域内に含まれている。片辺・鹿野浦海岸で確認された石切場跡は、鹿野浦海岸の海岸沿い耕作地
を境とする南北 2 ヵ所にあり、南側の石切場跡は、南北約 60m、東西約 100m の範囲に、北側の石切場
跡は、旧県道佐渡一周線道路下の南北約 1,200m、東西約 150m の範囲に分布する〔第 3図〕。遺跡のほ
ぼ全域で花崗岩質礫岩が見られるが、場所によって内包される花崗岩礫の大きさや風化度合い等に違いが
見られる。
　現在、採石作業が行われていないが、江戸時代から現代まで続いた丁場の痕跡を今も見ることができる。
当該遺跡は海岸線に沿って露出する岩場に分布しているため土砂の堆積が無く、ほぼ全域の地表面で石材
の切り出し痕を容易に確認できる。遺構を見ると、石材となる部位に質の低下を招く節理等が入らないよ
う良質な部分のみを切り出したことが確認でき、方形もしくはそれに近い形での採石が認められる。とく
に遺跡南端では、採石によって岩場が掘り下げられたことで、波打ち際の岩場が垂直に切り立った現在の
景観を形成していると推測され、周辺部や崖の壁面には石材を切り出す際に穿たれた矢穴跡が無数に確認
できる。また、やや沖の岩礁部や波打ち際でも同様な遺構が確認できることから、良質な石材を求めて海
面に近い場所でも作業が行われていたと考えられる。
3　歴史的環境
A　石切場跡の歴史的環境
　急峻な斜面や坂道が多く居住域の狭い相川市街地は、石垣や石段などの構造物が多く見られる。また、
金銀山の好景気によって急速に人工が増加した町には、多くの寺社が建てられ、墓石等の様々な石造物が
造られた。この石細工を行った石工たちが集まってできた町が下相川に形成された。現在の下相川の北側
3　歴史的環境
第Ⅱ章　遺跡をとりまく環境
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半分はかつて「石切町」と呼ばれ、『佐渡相川志』によれば慶長年間（1596 ～ 1614）に越中より「五郎兵衛」
という石工頭が来島し、陣屋（後の佐渡奉行所）や山師味方但馬の屋敷の石垣を築いたほか、石細工などを
し、次第に弟子が増えて石切町が誕生したとある〔史料一〕。五郎兵衛と言う人物については、檀家であ
る大福寺過去帳に「播磨五郎兵衛」とあり、播磨出身であったことが推測されている。また、『佐渡年代記』
『佐渡国略記』では五郎兵衛の来島に前後して、播磨国御影1）から「四兵衛」「源右衛門」の 2 人が来島し、
石切町に居住して、当初、見影や越後国山ノ下2）から持ち込んだ石材を使用した石磨を製作していたが、
相川金銀山の鉱石に向かないため3）、島内を散策して、元和から寛永（1615 ～ 1643）頃、戸中村から片
辺村の間に石切場を見立てたとあり〔史料六・七〕、片辺・鹿野浦海岸石切場の開かれた時期と考えられる。
　鉱山町で需用が最も多かった石細工は鉱石粉成用の石磨であり、特に片辺・鹿野浦海岸周辺で産出する
花崗岩質礫岩は、江戸時代に鉱石粉成用の石磨（下磨）の石材として盛んに切り出され、石船と呼ばれる
船で下相川へ運搬され〔史料二・二二・二三〕、石磨として加工されたうえで、牛や人力により金銀山に大
量に供給されていた〔史料一五〕。
1）　『佐渡国略記』等の史料では、石工の出身を「播磨見影」とするが、実際の見影の所在地は摂津国（現兵庫県神戸市東
灘区御影町）であり、史料編纂時の誤記と考えられる。
2）　もともと下磨の石材として、花崗岩系の石材が使われていた可能性がある。新潟県山ノ下は、現在の新潟県糸魚川市歌
の可能性がある。同地の親不知～子不知の海崖付近には、黒岩等の難所があり、花崗岩の石切場があったといわれている［平
凡社地名資料センター編 1986］。
3）　現在までのところ、相川では片辺礫岩製以外の石材を使用した下磨は確認されていないが、上相川等の初期鉱山集落の
発掘調査によって、片辺礫岩使用以前の古段階の下磨が出土する可能性がある。
天和 2 年『佐渡国略記』 天和 2 年『佐渡年代記』 天明 4 年「播磨家文書」
丁場名 石屋名 丁場名 石屋名 丁場名 石屋名
1 こう森沢
与二右衛門※ 2
こう森澤
與次右衛門※ 2
かうもり石
権四郎2 桐木沢 桐木澤 桐ノ木澤
3 春立※１ 塁立※１ くろたて※１
4 たふね
弥左衛門
たふね
弥左衛門
古ふね
弥左衛門
5 ふなき ふなきい ふなき
6 椿木色
平三郎
椿木道（林）※１
平三郎
椿ヶ色
権四郎
7 当ノ下 当の外※１ とうげノ下
8 甚吉かやの 甚吉かやの 甚吉かや野 （平三郎）※ 5
9 すすめ嶋
清右衛門
すゝめ島
清右衛門
すゝめ島
（清右衛門）※ 5
10 父六丁場※１ 丈六丁場※１ 六六丁場※１
11 徳利坂
作兵衛
徳利坂
作兵衛
とっくり坂
弥左衛門
12 小中さハ※１ 小中さひ※１ 小中さい※１
13 同大 ― 大中さい （作兵衛）※ 5
14 松嶋
―
― 松島 又左衛門
15 登り石※ 3 ― ―
16 水尻 ― 水尻
又左衛門
17 うか須かけ
又右衛門
うかすかけ
又右衛門
うがすかけ
18 白丁場※ 2 白丁場※ 2 ―
19 うさぎ浦
治郎右衛門
うさき浦
治郎右衛門
うさきヶ浦
（治郎右衛門）※ 5
20 大目合※１ 大日合※１ 大ひろあい※１
21 やはき
源右衛門
やはき
源右衛門
矢はき
又左衛門
22 中丁場 中丁場 中ノ丁場
23 すハ磨※ 4
吉兵衛
すは磨※ 4
吉兵衛
すり磨
（吉兵衛）※ 5
24 かきハ色 かきは立※１ 柿ヶいろ
25 ― ― 嘉右衛門丁場
又左衛門
26 ― ― 北之岩
　 凡例 ― 史料記載なし
  （人名） 所有者廃業
※ 1：No.3「春立」丁場の事例のように、史料によって丁場名称が細かく変化しており、誤記の可能性がある。
※ 2：天明４年の史料〔史料 21〕では、与右衛門となっている。
※ 3：天明４年の史料では、登り石・白丁場の名称がなく、嘉右衛門丁場・北之岩が出ているため、前述の 2 ヵ所に該当する可能性がある。
※ 4：「すり磨」の誤記ヵ
※ 5：天明 4 年の史料において（　）を付した人名の丁場は権四郎・弥左衛門・又左衛門の三人預りとなっている。
第 2表　石切丁場一覧表
8　しかし、金銀山での需要に支えられた石切場であったため、金銀山の景気に影響されやすいこと、相川
市街地から遠く運搬が困難なこと、石材が硬く加工が難しいことといった理由から、次第に衰退してい
った様子が史料類から判明している。天和 2 年（1682）に 24 ヵ所の丁場・10 人の石工が採石を行って
いた石切場は〔史料六・七、第 2表〕、約 100 年後の天明 3 年（1785）には、丁場数は 24 ヵ所と変わら
ないものの、石工が 3 人に激減しており、3 人による預りとなった丁場も多くなり〔史料一九・第 2表〕、
石切場の権利の売買や譲り渡しが行われている〔史料一〇・一三〕。また、鍛冶役の免除〔史料八〕や飯米
の下付願い〔史料一六〕が出され、文化 11 年（1814）には、上磨・下磨の地山割り取りを請負いではなく、
公儀の手でやってもらえるよう願い出ており〔史料二五〕、石屋の零細性がよくわかる。
　近代以降、鉱山臼の需要が無くなったことで、石材の切り出しはさらに激減したが、昭和 30 年代に、
コンクリート護岸普及以前の河川改修時の護岸として使用するため、石切場に近い南片辺集落の石工によ
って、同地の石材が切り出されたことがあったという4）。それ以後、同地での採石作業は行われておらず、
現在では、南片辺集落の石工もいなくなっている。
B　石切場跡周辺に分布する遺跡
　片辺・鹿野浦海岸の北方を流れる石花川から南方を流れる戸地川間には、縄文時代から近現代までの遺
跡が確認されている〔第 4図・第 3表〕。これらの遺跡の多くは、海岸平地及び海岸段丘上に立地する。
　縄文～弥生時代における当該地域の様相は明らかになっていない。縄文時代の遺跡（1 ～ 3）では、土
器片や石器片がわずかに採集されるのみであり、弥生時代の遺跡（4）では、サイロ建設に伴って 2m ほ
ど掘削した際に、高坏・甕が採集されているのみで、今後の調査成果を待たなければならない。
　古墳時代には帯金具や馬歯骨、祭祀用の小型壷等が出土した馬場遺跡（5）があるほか［本間 1983］、古
墳時代後期には、製塩土器が採集された藻浦岬（6）・南片辺中ノ川遺跡（7）のように、海岸部で製塩作
業が行われている。
　平安時代には鹿野浦海岸の南片辺安寿塚遺跡（8）で、小規模な集落が形成されたと考えられ、中世に
入ると経塚が構築される（9）。
　室町時代から戦国時代にかけて、この一帯は小川から岩谷口までの外海府 22 村を支配したという石花
将監の支配下に組み込まれていたと考えられ、村殿と呼ばれる家臣の城館が築城された（11 ～ 14）。しか
し、これらの在地領主は、天正年間の上杉景勝による佐渡進攻によって滅亡・離散していった。
　江戸時代に入ると、金銀山の開発に伴い相川が最も発展する時期を迎え、なかでも、江戸時代初期～前
期には、相川金銀山の大規模な鉱山開発を契機として、その他の地域でも鉱山開発が行われた。外海府地
域においても、その動きは顕著に見られ、北田野浦、戸地、戸中、北狄、小川などで鉱山開発が行われた。
これらの鉱山は、小規模で稼動期間の短いものが多いが、江戸時代後期には、灰吹製錬用の鉛採取を目的
として、戸中や入川で鉛山の開発が行われた。鹿野浦海岸周辺部でも中ノ川上流の鹿野浦鉛山（15）、鹿
野浦川上流の戸中鉛山（16）が見られ［相川町教育委員会 2003］、とくに鹿野浦鉛山の開発は、『佐渡国雑志』
に「…粟の鳥を追せし旧跡の由、毒水名流るる由申し伝う」とあり［相川町史編纂委員会 1976］、「片辺鹿野浦、
中の川の水のむな、毒が流れる日に三度」という俗謡が残されていることからも盛んに採掘が行われてい
たと推測される。これらの鉱山の多くは、明治～昭和時代に高千鉱山としてまとめられ、三菱系列の佐渡
4）　石切場に隣接する南片辺集落の地域住民からの聞取り調査による。
3　歴史的環境
第Ⅱ章　遺跡をとりまく環境
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第 4図　石切場周辺の遺跡分布図
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鉱山高千支山として昭和 18 年（1943）
まで採掘が行われた。
　明治～大正時代には、佐渡鉱山への
電力供給を目的として、水量の豊富な
戸地川流域に戸地川第一・第二発電所
といった水力発電所（19）が建てられ
た。
　相川地区内に分布する他の石切場に
ついては、『佐渡金銀山 吹上海岸石切
場調査報告書』に掲載されているため
詳細を割愛するが、相川の市街地形成
に伴う石垣や石段・鉱山臼等の需要に
伴い、相川市街地の外縁部に多くの石
切場が開かれた。特に下相川の海岸線
に立地し、鉱山臼（上磨）等に利用された「球顆流紋岩」を産する吹上海岸石切場跡（21）や春日崎先端
部に立地し、石垣石等に利用された「凝灰角礫岩」を産する春日崎石切場跡（22）といった多様な石材を
切り出した石切場跡が確認されている［佐渡市教育委員会 2009］。
No. 遺　跡　名 時　代 備　　　考
1 松島川 縄
2 大戸中 縄
3 戸中 縄
4 生浦 弥
5 馬場 古・平・南
6 藻浦岬 古
7 南片辺中ノ川 古
8 南片辺安寿塚 平・鎌・南・室
9 戻塚 鎌
10 くじら谷 南・室
11 北片辺城跡 室・戦 村殿生浦氏の城
12 坪石館 室
13 鹿野浦城跡 室
14 南片辺平城跡 戦 村殿平城氏の館
15 鹿野浦鉛山跡 江～近代 鉛鉱山
16 戸中鉛山跡 江～近代 鉛鉱山
17 戸地鉱山跡 江 銀鉱山
18 ダッタン塚 不明
19 旧佐渡鉱山近代遺跡（戸地地区） 大正～昭和 国史跡、佐渡鉱山 戸地第二発電所
20 佐渡奉行所跡 江戸 国史跡
21 吹上海岸石切場跡 江戸 国史跡
22 春日崎石切場跡 江戸
第 3表　周辺遺跡一覧表
3　歴史的環境
第Ⅱ章　遺跡をとりまく環境
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大沢
片辺・鹿野浦海岸
戸地南海岸
小川北海岸
吹上海岸
下相川
水金沢
春日崎
椿尾
小泊
小泊
村山
黒山
関の寒戸
0 （1：100,000） 2km
0 （1：100,000） 2km
0 （1：100,000） 2km
第 5図　主な石切場分布図（「鷲崎」「相川」「河原田」［国土地理院 2007］ 1：5,000 を改変）
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第Ⅲ章　調査の概要
1　調 査 内 容
A　調査基準と調査内容
　平成 20 年度に実施した現地踏査で確認された遺構は、楔を入れるために彫られた矢穴および石材を切
り出して割裁状態となった矢穴痕や壁面に残るノミ跡、矢穴・矢穴痕やノミ跡は確認できないものの石材
を切り出したと考えられる切り出し痕であった。これらのほかに、明確な遺構はないが、節理の方向と異
なる不自然な形で平坦な素面が見られた場所を、石材を切り出した割り取り後の痕跡と推測している。調
査における基準及び内容は下記のように設定した。
　現存する遺構のうち、矢穴については、近年大坂城（大阪府）や甲府城（山梨県）、金沢城（石川県）をは
じめとする近世城郭の石垣の供給源となった石切場の調査が進められたことによって、現存する矢穴・矢
穴痕の形状や長辺の法量と築城時期の比較から、遺構の帰属年代を推測することができるようになった。
［石川県金沢城調査研究所 編 2008］［藤川 1972・1979］［森岡・坂田 編 2005］。本遺跡においても、これらの
遺構の詳細な記録化を図ることで、石切場が稼動していた年代を明らかにする必要があったことから、確
認された矢穴の形状確認と法量計測を行っている。
　兵庫県芦屋市が実施してきた調査では、矢穴の形状・規模・手法・相互の間隔についての記録法につい
て明示されており［森岡・坂田 編 2005］、今回の調査では、平成 19 年度に実施した吹上海岸石切場跡の
調査に引続き、これに準拠する形で記録化を行っている。このため、矢穴各部の呼称を次の通りとした。
対象岩正面を正面として、開口部を「矢穴口」と呼ぶ、矩形を成す矢穴口の大きさ計測では、長辺を a、
短辺を b として示し、矢穴口から矢穴底までの深さはｃとする。矢穴口は長辺を a'、短辺を b' とし、矢
穴の間隔を d として示し〔第 8図〕、石材の切り出しが行われずに残っている矢穴口を「矢穴」、すでに割
裁されているものを「矢穴痕」とした。
　矢穴の基本形式分類は、芦屋市教育委員会で調査を行った徳川氏の大坂城石垣に係る徳川大坂城東六甲
採石場等で、これまでに多くの研究の積み重ねがある。大坂城に係る石切場の調査では、藤川祐作氏によっ
て法量や断面形状から A・B・C の 3 タイプが設定され、その中でも大型で断面形状が逆台形である A
タイプが元和～寛永期特有のものであり、徳川大坂城築城期に伴う矢穴であることが明らかにされている。
B タイプは、矢穴開口部の法量が A・C タイプの中間にあたり、形状は A タイプに類似するが、矩形を
成すものが多い。C タイプは近世中頃以降、現代まで見られる小型の矢穴で、形状は A タイプに相似す
るものや矢穴口と矢穴底の寸法が同じ形態のものなどがある［藤川 1972・1979、森岡・坂田 編 2005］。そ
の後、森岡秀人氏が小型の矢穴である C タイプのうち、より小型のもの（3cm 未満）や円錐状を呈するも
の、機械による矢穴跡を明確に近現代に下る矢穴であると判断して、D タイプとして分類している［藤川
1972・1979、森岡・坂田 編 2005］〔第 7図〕。
　本遺跡の場合、複数の矢穴を持つ矢穴列の中に、長辺の法量にばらつきを持つものが多数見られたた
め、矢穴口長辺の平均値を判断基準としたうえで、15cm 以上の長辺を持つ矢穴を含むものを A1 タイプ、
12cm 以上 15cm 未満のものを A2 タイプ、9cm 以上 12cm 未満のものを A3 タイプ、6cm 以上 9cm 未
第Ⅲ章　調査の概要
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：矢穴口（矢口）
：矢穴底（矢底）
長側面
短側面
矢穴列
d1 a d2
b'
a'
b
c
a. 矢穴口長辺
b. 矢穴口短辺
c. 矢穴口から矢穴底までの深さ
d. 矢穴の間隔（ピッチ）
※矢穴の基本形態は、第8図のAタイプをモデルにしている。
①タガネで周囲に溝を切る。 ②矢穴を彫る。
③矢を入れて底面を割り離す（ワケなどを使って移動させる）。 ④割り離した後に残った凸面を、タガネを使って平らにする。
石割線 割裁前 割裁後
矢穴 矢穴痕
Aタイプ
Bタイプ
Cタイプ
Dタイプ
作業面 割面
第 6図　山取り法による石切り工程模式図（［島根県教育委員会 編 1997］を改変）
第 8図　矢穴各部の名称と法量測定基準（［森岡・坂田 編 2005］を改変）
第 7図　矢穴の基本型式分類模式図（［森岡・坂田 編 2005］を改変）
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満のものを B タイプ、6cm 未満のものを C タイプ、近現代の削岩機痕と考えられる直径 3 ～ 3.5cm 前
後の円柱状の痕跡を D タイプとして分類し、発見順に番号を付けた〔観察表〕。また、矢穴痕のなかでも
わずかな痕跡しか確認できず、法量等の計測ができないものは不明とした。
　原石を割り取った後の痕跡を「切り出し痕」とし、切り出し痕や矢穴といった遺構が見られる採石作業
の行われた範囲を「採石域」として分類し、発見順に「採石（No.）」を付け、分布図を作成した〔図版 2
〜 15〕。
2　遺構の分布状況
　平成 19 年度に実施した分布調査は、石切場跡の分布域を確定するた
めの周辺部を含めた現地踏査とした。調査面積は約 100,000m2 に及び、
旧県道佐渡一周線の道路下海岸線沿いに採石の痕跡が認められた。特に
南側のⅠ区では、無数の矢穴・矢穴痕、採石域が認められ、大規模な採
石が行われていたと推測された。
　平成20年度に実施した海上からの分布調査では、座礁の危険性があっ
たため、岩礁に接近して調査はできなかったが、双眼鏡による視認や石
製品の加工に適した花崗岩質礫岩の分布の様子などを確認することがで
きた。現地踏査では、遺跡内に多くの矢穴・矢穴痕が認められたことか
ら、踏査の際に通行に支障をきたす岩壁を境界として、各地区を 9 地
区に分類し、調査の便宜上、南から順次Ⅰ～Ⅸ区と付けた〔第 9図〕。
　平成 21 年度の詳細分布調査によって確認された遺構は、矢穴・矢穴痕 105 ヵ所、採石域は 14 ヵ所で
ある。吹上海岸石切場跡でみられたようなノミ跡・刻印は確認できなかった。遺跡全体で見られた矢穴タ
イプの数量をみると、A1 タイプが 2 ヵ所、A2 タイプが 4 ヵ所、A3 タイプが 26 ヵ所、B タイプが 53 ヵ所、
C タイプが 11 ヵ所、B タイプと C タイプの分類が難しいもの1）が 2 ヵ所、D タイプが 1 ヵ所、不明 6 ヵ
所であった〔観察表〕。
　なお、Ⅶ区より北側の海岸線に立地するⅧ区及びⅦ区西方の沖合いにある岩礁のⅨ区については〔図版
36〕、周囲を高い崖に囲まれており、徒歩あるいは船舶での移動・踏査が困難であったため、分布調査は
実施していない。
3　Ⅰ区の遺構
A　採　石　域〔図版 2・7・17・18・20 ～ 23〕
　Ⅰ区は、戸中川左岸河口にある海岸段丘崖下の標高 0 ～ 15.5m の露岩・岩礁に立地し、石切場の南
端に位置する。河口付近や露岩の一部では岩塊の堆積が多く認められる。範囲は南北約 60m、東西約
100m を測る。
　Ⅰ区で確認された採石域は採石 1 ～ 6 の 6 ヵ所である。南側には急峻な段丘崖がせまり、海側の露岩・
1）遺存率が低く、B タイプもしくは C タイプの判別が難しいもの。
Ⅰ区
Ⅱ区
Ⅲ区
Ⅳ区
Ⅴ区
Ⅵ区
Ⅶ区
Ⅷ区
Ⅸ区
第 9図　Ⅰ〜Ⅸ区位置模式図
3　Ⅰ区の遺跡
第Ⅲ章　調査の概要
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岩礁部で採石が行われたようである。各採石域を概観すると、中央部の採石 1 が最も大きい採石域となっ
ている〔図版 20〕。採石 1 東側及び採石 2 では、石材の切り出し痕のほか、矢穴・矢穴痕が集中しており、
質の良い石材が採石されていたと推測される。このほかにも、採石 3 ～ 5 のように、小規模ながらも露
岩のみられる場所で採石が行われている。なお、採石 6 は、踏査が困難であったことから、崖上からの
視認のみ行っており、岩礁に切り出し痕と考えられる壁面の切り立った平滑面が認められたことから採石
域と判断した。
B　矢穴・矢穴痕〔図版 2・7・20 ～ 22〕
　Ⅰ区で確認された矢穴・矢穴痕は、35 ヵ所である。
　タイプ別にみると、A1 タイプ2）2 ヵ所、A2 タイプ 4 ヵ所、A3 タイプ 22 ヵ所、B タイプ 5 ヵ所、不明 2 ヵ
所で、C・D タイプは確認できない。このうち、岩塊に A3 タイプの矢穴・矢穴痕を伴うものが 2 ヵ所み
られる。
　遺構は、採石 1 に多くみられるほか、波打ち際にある採石 2（遺構 1 ～ 9〔図版 20・21〕）や沖の岩礁
部にある採石 5（遺構 7〔図版 20〕）のように、様々な範囲に分布している。海に面した標高 5m 付近にあ
る急崖上の遺構 20・21〔図版 21〕のように、海岸線と並行する形で矢穴が設けられ、海側に向かって石
材を切り出していた事例も認められる。遺構 20・21 周辺の崖壁面は、垂直に近い切り立った状態にあり、
こうした採石の結果、現在の景観が生み出されたと考えられる。
　矢穴・矢穴痕の中には、風化や波浪による摩滅等の影響により、全ての遺構について正確な情報を得ら
れたとはいえないが、確認できた遺構の法量を見ると、矢穴口長辺は最大 16cm、最小 6cm、矢穴口短
辺最大 10cm、最小 3.5cm、深さは最大で 20cm、最小 3cm、矢穴底長辺は最大 13cm、最小 5cm、矢
穴底短辺は最大 12cm、最小 0.5cm である。主体となるのは、断面形状が台形である A タイプで、この
うち A3 タイプがⅠ区全体の約 62.9％を占めており、次いで B タイプが 14.3％を占めている。
　採石 1 内に堆積する岩塊の中には、遺構 22 のように矢穴・矢穴痕を伴うものが見られるが〔図版
22〕、Ⅰ区全体の比率をみると約 0.06％と少ない。ただし、遺構 22 を伴う岩塊が堆積する場所には、加
工後に廃棄されたと考えられる花崗岩質礫岩の岩塊や薄片の堆積が認められ、付近で荒割工程の作業が行
われていたと推測される。
4　Ⅱ区の遺構
A　矢穴・矢穴痕〔図版 3・8・23〕
　Ⅱ区は京塚川の北、Ⅰ区北方約 400m の海岸線沿いに立地し、北側にはⅢ区との境界となる標高約
20m の岩壁がある。海岸には露岩・岩礁が点在するほか、岩塊の堆積が多く認められる。範囲は南北約
50m、東西約 20m を測る。
　確認された矢穴・矢穴痕は D タイプ 1 ヵ所のみで、削岩機で採掘した際に残された削岩機痕である〔図
版 23〕。区域内では他に遺構が確認できなかったため、道路工事に伴い現道付近にあった岩盤を掘り取る
2）　矢穴列の中に、矢穴口長辺が 15cm 以上のものが含まれているため A1 タイプとしたが、いずれも 1 ヵ所の矢穴のみで
あるため、風化・破損等により長辺の法量が大きくなっている可能性がある。
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際に生じたものの可能性がある。
　『佐渡相川の歴史』では、当該区域を「スリウス丁場」として紹介しているが［相川町史編纂委員会
1973］、波打ち際の岩礁や露岩には、石材切り出し痕が認められなかったことから、東側を通る旧県道佐
渡一周線の道路工事に伴い、遺構が湮滅している可能性がある。
5　Ⅲ区の遺構
A　採　石　域〔図版 3・4・9・10・24〕
　Ⅲ区はⅡ区北側の海岸線に立地し、南側にはⅡ区との境界となる標高 20m の岩壁、北側にはⅣ区の境
界となる標高 9.2m の岩壁がある。海岸には露岩・岩礁が点在するほか、岩塊の堆積が多く認められる。
範囲は南北約 120m、東西約 30m を測る。
　確認された採石域は、海岸線に点在する小規模な露岩に立地する採石 7 ～ 10 の 4 ヵ所である。いずれ
の採石域も、ほとんどの矢穴・矢穴痕がこれらの露岩部分に集中してみられる。
B　矢穴・矢穴痕〔図版 3・4・9・10・25〕
　確認された矢穴・矢穴痕は 13 ヵ所である。
タイプ別にみると、A3 タイプ 1 ヵ所、B タイプ 9 ヵ所、B タイプか C タイプの不明なものが 1 ヵ所、C
タイプが 2 ヵ所である。このうち、岩塊に C タイプの矢穴を伴うものが 2 ヵ所みられた。確認できた遺
構の法量をみると、矢穴口長辺は最大 10cm、最小 3cm、矢穴口短辺は最大 5cm、最小 3cm、深さは最
大で 12cm、最小 3cm、矢穴底長辺は最大 8cm、最小 1cm、矢穴底短辺は最大 3cm、最小 1cm である。
主体となるのは B タイプで、Ⅲ区全体の約 69.2％を占めている。
　海岸線に堆積する岩塊の中に遺構 34・35 のように矢穴・矢穴痕を伴うものがみられるが〔図版 25〕、
全体の約 0.15％と少ない。
6　Ⅳ区の遺構
A　採　石　域〔図版 4・11・26〕
　Ⅳ区はⅢ区北側の海岸線に立地し、南側にはⅢ区との境界となる 9.2m の岩壁、北側にはⅤ区との境界
となる標高 22.9m の岩壁がある。海岸には露岩・岩礁が点在するほか、岩塊の堆積が認められる。範囲
は南北約 50m、東西約 40m を測る。
　確認された採石域は、海岸線の小規模な露岩に立地する採石 11 の 1 ヵ所のみであり、Ⅳ区で確認され
た矢穴が集中している。
B　矢穴・矢穴痕〔図版 4・11・26 ～ 28〕
　確認された矢穴・矢穴痕の総数は 5 ヵ所である。
タイプ別にみると、B タイプが 3 ヵ所、B タイプか C タイプの不明なものが 1 ヵ所、C タイプが 1 ヵ所
である。確認できた遺構の法量を見ると、矢穴口長辺は最大 9cm、最小 5cm、矢穴口短辺は最大 6cm、
最小 2cm、深さは最大で 9cm、最小 3cm、矢穴底長辺は最大 5cm、最小 3cm、矢穴底短辺は最大 2.5cm、
6　Ⅳ区の遺構
第Ⅲ章　調査の概要
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最小 1cm である。主体となるのは B タイプで、Ⅳ区全体の 60％を占めている。もっとも規模が大きい
ものは C タイプの遺構 46 で、波打ち際の露岩採石を目的として、11 ヵ所の矢穴が彫られている〔図版
27・28〕。
7　Ⅴ区の遺構
A　採　石　域〔図版 5・12・28・29〕
　Ⅴ区はⅣ区の北側の海岸線に立地し、南側にはⅣ区との境界となる 22.9m の岩壁、北側にはⅥ区との
境界となる標高 10.4m の岩壁がある。海岸には露岩・岩礁が点在するほか、0.5 ～ 1m 前後の岩塊の堆
積が認められる。範囲は南北約 60m、東西約 50m を測る。
　確認された採石域は採石 12・13 の 2 ヵ所で〔図版 29〕、両者は東西で隣接しているが、両者の間に大
きな節理が入っているため、別の採石域と判断した。矢穴・矢穴痕は確認できなかったが、いずれも露岩
に石材の切出し痕と推測される垂直な壁面と平滑な床面が見られたことから、これらを採石域と判断した。
また、Ⅴ区の南東側道路下斜面には、良質の花崗岩質礫岩の岩塊が多量に認められたが3）、石材表面の風
化が認められず、道路のコンクリート護岸に被さるように堆積していたことから、道路工事の際に廃棄さ
れたものと判断した。
8　Ⅵ区の遺構
A　矢穴・矢穴痕〔図版 5・13・29〕
　Ⅵ区はⅤ区の北側の海岸線に立地し、南側にはⅤ区との境界となる 10.4m の岩壁、北側にはⅤ区との
境界となる標高 24.5m の岩壁がある。海岸には露岩・岩礁が点在するほか、岩塊の堆積が認められる。
範囲は南北約 50m、東西約 50m を測る。
　確認された矢穴・矢穴痕の総数は 1 ヵ所のみで、タイプ別に見ると岩塊に B タイプの矢穴を伴ったも
のである（遺構 48〔図版 29〕）。地区内で採石域は確認できなかったため、周辺部で切り出された石材が、
何らかの理由で放棄されたものと推測される。
9　Ⅶ区の遺構
A　採　石　域〔図版 6・15・30 ～ 32〕
　Ⅶ区はⅥ区の北側の海岸線に立地し、南側にはⅥ区との境界となる 24.5m の岩壁がある。海岸には無
数の露岩・岩礁が点在するほか、0.5 ～ 1m 前後の岩塊の堆積が多く認められる。範囲は南北約 150m、
東西約 80m を測る。
　確認された採石域は 2 ヵ所である。採石域は、Ⅶ区の北側、比較的規模の大きい露岩に立地する採石
14・15 で、矢穴・矢穴痕を伴う石材の切り出し痕が認められる。とくに採石 14 は、良質な石材があっ
3）　相川金銀山周辺に散乱する下磨や佐渡奉行所跡で出土した下磨に非常に近い良質な石材であるが、周辺部の露岩では同
様の石材が認められなかったため、道路工事に伴い遺構が湮滅している可能性が高いと考えられる。
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たようで、長距離におよぶ矢穴・矢穴痕が多く見られる〔図版 32〕。採石 15 は、矢穴・矢穴痕は認めら
れなかったが、露岩部分に石材の切り出し痕と推測される垂直な壁面と平滑な床面が認められた〔図版
31〕。
B　矢穴・矢穴痕〔図版 5・6・14・15・30 ～ 35〕
　確認された矢穴・矢穴痕の総数は 50 ヵ所である。
タイプ別にみると、A3 タイプ 3 ヵ所、B タイプ 35 ヵ所、C タイプ 8 ヵ所、不明 4 ヵ所である。このうち、
岩塊に B タイプの矢穴・矢穴痕を伴うものが 29 ヵ所、岩塊に C タイプの矢穴・矢穴痕を伴うものが 7 ヵ
所で見られ、Ⅶ区全体の 72％に及んでいる。
　確認できた遺構の法量を見ると、矢穴口長辺は最大 10cm、最小 4.5cm、矢穴口短辺は最大 7cm、最
小 2.5cm、深さは最大で 21cm、最小 3cm、矢穴底長辺は最大 9cm、最小 3cm、矢穴底短辺は最大
4cm、最小 1cm で、数量的には矢穴口長辺が 6 ～ 9cm 前後の B タイプが 70％を占めており、次いで
C タイプが 16％を占めている。採石 14 では遺構 57 ～ 64・89・90 の矢穴・矢穴痕が集中しており、
なかでも遺構 57・63 のように〔図版 33〕、矢穴列の距離が長距離に及ぶものが多く見られるため、良質
な石材を求めて、一度に大きな石材を切り出していた場所と考えられる。
9　Ⅶ区の遺構
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第Ⅳ章　総　　　括
1　採石地の変遷について
　遺跡全体での矢穴のタイプ別比率を見た場合、A1タイプ：約 2％（2ヵ所）、A2 タイプ：約 4％（4ヵ所）、
A3 タイプ：約 25％（26ヵ所）、Bタイプ：約 50％（53ヵ所）、Cタイプ：10％（11ヵ所）、Dタイプ：1％
（1ヵ所）となり、A3 タイプ以降、矢穴数量が大きく増加し、Bタイプがもっとも多くなる傾向がみられ、
Cタイプ以降は減少する傾向にある。現段階で、A1 タイプとしたものについては、今後、帰属年代につ
いて検討の余地があるが、A3 タイプが極めて増加していることは、元和～寛永年間に開かれたとされる
石切場の開始年代について、史料の年代を裏付けるものであろう。
　次に、遺構の多く認められたⅠ区とⅦ区を対象として、矢穴タイプの様相をみた場合、Ⅰ区では江戸時
代初期～前期に属するA1・A2 タイプの矢穴がみられるのに対し、Ⅶ区ではこの時期のものがみられない
こと、Ⅰ区でA3 タイプが多く（22ヵ所）、Bタイプが減
少する傾向（5ヵ所）にあることに対し、Ⅶ区ではⅠ区
とは逆にA3 タイプが少なく（3ヵ所）、Bタイプが増加
する傾向（35ヵ所）がみられた。このような調査成果と、
元和～寛永期に石切場を開いたとする史料内容を照合し
た場合、元和～寛永期に開かれた石切場がⅠ区である可
能性が高く、江戸時代前期～中期における下磨の需要増
加により、良質な石材を求めてⅠ区から北部へと石切場
が拡大していったものと推測できる。
2　石材の加工・運搬について
　片辺・鹿野浦海岸石切場跡の分布調査の結果、吹上海岸石切場跡とは異なり、矢穴・矢穴痕を伴う岩塊（二
次加工品）が多くみられたことに特徴がある。調査区全域における矢穴・矢穴痕を伴う岩塊の比率は、全
体の 39％（41ヵ所）を占め、もっとも多くみられたⅦ区では、B・Cタイプの矢穴・矢穴痕を伴う岩塊
が 72％におよぶことが判明した。矢穴タイプから、すくなくとも江戸時代中期以降に、同地において周
辺部から切り出された石材が集められ、海上輸送しやすいように二次加工が行われていた作業場所があっ
たと推測される。また、調査区全体における矢穴のタイプ別にみると、A3 タイプが 4.9％（2ヵ所）、Bタ
イプが 73.1％（30ヵ所）、Cタイプが 22.0％（9ヵ所）となり、Bタイプがもっとも多かった。とくにC
タイプの比率が高くなった理由として、寛文年間に片辺産の石磨の品質が悪くなったとされる近世の文書
史料〔史料三〕をもとに考察すると、江戸時代初期～前期における相川金銀山での好景気による鉱山臼の
需要増に併せて、大量に石材を切り出した結果、石磨に適した良質な石材が枯渇し、質の良くないもので
も悪い部分をできるだけ切り取って石磨用の石材として活用した結果によるものと考えている。
　次に、石材の運搬方法についてであるが、片辺・鹿野浦海岸石切場跡は、周囲を急峻な海岸段丘崖に囲
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まれ、近世から難所として知られた場所である〔図版 16・史料二七〕。ここより石切町のあった下相川ま
での海岸線は、海岸段丘崖が連続する地勢にあり、各集落を結ぶ幹線道路の多くが海岸段丘上を通ってい
た。このため、石切場から陸路による石引き道が下相川の石切町まで造られたとは想定できず、矢穴・矢
穴痕を伴う岩塊が海岸線に多く分布するという分布調査成果と、近世の文書史料から〔史料二〕、「石船」
と呼ばれる船舶を使った海上輸送が中心であったと考えるのが妥当であろう。
3　石質による石造物利用への制約について
　片辺・鹿野浦海岸石切場で産出される花崗岩質礫岩の多くは鉱山臼（下磨）に利用されている。下磨へ
の加工は、磨面となる部分を水平にし、上磨を回転させるための軸穴が設けているが、側面を丁寧に加工
する上磨と異なり、荒割に近い加工に留めていることに特徴がある〔図版 37〕。
　近年、確認調査の行われた相川金銀山の初期鉱山集落であった上相川地区の調査では、地表面において
確認された下磨の 90％以上が花崗岩質礫岩を使用しているほか、残りの多くも花崗岩製1）であり、上相
川地区の調査範囲内でみられた上磨と下磨の比率をみると、ほぼ 2：1の割合であった［佐渡市教育委員会
2008］。また、鉱山臼（上磨）の石材を供給した吹上海岸石切場において、分布調査によって確認された矢穴・
矢穴痕総数が 206 ヵ所におよぶのに対し［佐渡市教育委員会 2009］、より広範囲に石切場の広がる片辺・
鹿野浦海岸石切場では、矢穴・矢穴痕の総数が 105ヵ所と少ない傾向がみられた。
　このような遺跡での組成率、石切場における遺構数の違いは、石材の硬度、とくに上磨に利用される球
顆流紋岩に比べ、下磨に利用された花崗岩質礫岩は非常に硬いことに起因しており、それが鉱石粉成によ
る鉱山臼の磨耗率にあるのではないかと推測される。また、磨耗率に加え、吹上海岸石切場が相川市街地
に近く、細工も比較的容易であったことから、鉱山臼の需要が激減した際にも、石垣石をはじめとする他
の石造物への石材利用が行われたのに対し、遠隔地で船舶による運搬の必要があった片辺礫岩は、必然的
に生産量も少なかったと想定される。これが現地に残される矢穴・矢穴痕の数量の違い、ひいては各石切
場の生産量の違いとして表れていると考えられる。
4　今後の課題
　今回の調査によって、片辺・鹿野浦海岸跡の内容が確認されたことで、相川金銀山に鉱山臼（下磨）を
供給するため、江戸時代に盛んに採石の行われた石切場跡の様相の一端を知ることができたと考える。し
かし、鉱山都市相川の市街地形成に寄与した石切場の成立過程や他の石製品の供給源としての石切場の位
置付けをより明確なものとするためには、今後の調査成果を待たなければならない。特に、相川市街地に
所在する石造物と使用石材についての分布調査を実施していきたい。また、今回の片辺 ･鹿野浦海岸石切
場跡の調査をとおして、森岡秀人氏に指摘されたとおり、佐渡の石工の系譜には、少なくとも播磨系と見
影系の石工の存在があり、島内各所における石切場とこれら系譜の異なる石工の分布域を調べる必要性を
感じている。今後も引続き調査を進め、佐渡島内における石切場の様相を明らかにしていきたい。
1）　片辺・鹿野浦海岸で見られる花崗岩質礫岩の中には、巨大な花崗岩礫が含まれているものも見られるため、これらの花
崗岩礫をそのまま利用することで、製品としては花崗岩製になったものと推測される。
4　今後の課題
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要　　　約
 1 片辺・鹿野浦海岸石切場跡は、佐渡市戸中・南片辺地内に所在し、現況は一般公共海岸、原野等である。
 2 遺跡は、海岸段丘下の海岸、標高０m ～ 10m の露岩・岩礁部に立地し、規模は約 142,000 ㎡を測る。
 3 遺跡は、相川金銀山へ多量の鉱山臼（下磨）を供給するために花崗岩質礫岩の石材が切り出された石
切場跡である。
 4 石切場は、史料によると元和～寛永年間に開かれたと伝えられ、以後、昭和 30 年代まで採石が行わ
れた。
 5 近世の石切場において切り出された石材は、船で下相川へ運搬されて、鉱山臼（下磨）に加工された。
 6 調査は、保存を目的とした遺跡の範囲確認のため、平成 20 年度から平成 22 年度にかけて実施した。
調査面積は約 10,000,000m2 である。
 7 調査の結果、石切場に係る矢穴・矢穴痕や石材の切り出し痕等の遺構が確認された。
 8 確認された遺構は、石材の切り出しが行われた範囲である採石域 14 ヵ所、矢穴・矢穴痕 105 ヵ所
である。
 9 遺構の分布状況をみると、海岸線の露岩部分や急峻な崖、波打ち際に至る様々な場所に矢穴・矢穴痕
が見られ、良質の石材を求めて採石が行われていたことがわかる。
 10 風化・磨耗等の理由により、矢穴等の遺構の正確な数量は不明であるが、現存する矢穴・矢穴痕は、
9 ～ 12cm 前後のものが一気に増加する傾向がみられ、相川金銀山への石磨の需要増加に伴い、江戸
時代前期～中期にかけて採石作業が盛んとなっていったと推測される。
 11 分布調査と史料調査の成果から、江戸時代前期（元和年間）にⅠ区で採石が開始され、採石域を北側
へ広げながら、江戸時代中期には、採石の中心がⅦ区周辺に移っていったと考えられる。
 12 Ⅶ区では、二次加工品と考えられる矢穴・矢穴痕を伴う岩塊が多くみられ、船に積込む前に現地で荒
割の作業が行われていたと考えられる。
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Abstract
1. The remains of Katabe - Kanoura Coast Quarry are at Tochu - Minamikatabe in Sado City. The present state of the 
area is an ordinary public coast, wilderness and others. 
2. The remains are located over the exposed rocks or reefs below the coastal terraces, 0 to 20m from the sea level, 
and the area is approximately 142,000m2. 
3. The sites were quarries where stone materials (granitoid conglomerate) were quarried to supply plenty of mine 
mortars (lower parts) to Aikawa gold and silver mines.
4. The sites were opened up between the Genna (1615 ~ 1624) and the Kanei (1624 ~ 1645) according to the 
historical sources. Then, quarrying continued until the third decades the Showa (1926 ~ 1986). 
5. In Edo Period stone materials from the sites were carried by river to Shimo-Aikawa where they were processed to 
be mine mortars (lower parts).
6. The sites were researched from 2008 to 2009 with a view to deciding the boundaries of the remains to conserve 
them. The researched area was 10,000,000m2.
7. The research showed that the sites had wedge quarry holes, traces of such holes and chisel marks, typical for 
quarry remains.  
8. The identified remains include quarrying spaces (14) where rocks were quarried, and wedge quarry holes and their 
traces (105). 
9. Observing distribution of remains, I can assume that they were pursing better quality for rocks, because wedge 
quarry holes and their traces can be found at various locations including exposed rocks along the coast line, steep 
cliffs and water’s edges. 
10. It is not possible to determine the exact number of wedge quarry holes and others due to weathering and wearing. 
However, the fact that larger wedge quarry holes including traces with the size of approximate 9 to 12cm tended to 
increase rapidly suggests quarry industry developed extensively from early to middle Edo Period as the demands for 
mine mortars at Aikawa gold and silver mines. 
11. Judging from the research results of site distribution and historical sources, I consider quarry began in Site I in 
early Edo Period (Genna); the quarry area extended to the north; then the center of quarry moved to the Site VII and 
the area around it in the middle of Edo Period. 
12. Lots of masses of rock with wedge quarry holes including traces were discovered in Site VII. Considering the 
discovered masses of rock were of secondary elaboration, I conclude they were doing rough dividing of rock at sites 
before loading them on the boats. 
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「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料二五
	
勝場入用の上磨、下磨の地山割り取りを請負いではなく、公儀の手でやってもらいたいと願い出ている。当時の石問屋の零細性がよくわかる。
〔文化十一年〕乍恐書付を以御願申上候今般私共被御召出、再応御糺御座候、勝場［
（破損）
］
磨之義自分ためしに地山割取可申旨、被仰付
（破損）
］
大続之物入等相掛り可申 小身之私共、手段［
（破損）
］
及奉存候間、恐多ク奉存候得共、御免之儀奉願候処、段々御利解被仰聞奉恐入候、依之 御願申上候者、何卒諸向諸入用共、御公儀様之御手ヲ ためし被成下候ハヽ、難有可奉存候、左 御座 ハ 私共両人外石切五人御雇入被下、以上七人ニ而 石数［
（破損）
］
心見ニ割取見申度奉候、尤私共両人之義者 当時勝場之上磨下磨入立罷在候間、五日宛替〳〵ニ 隙被下候様、是又奉願上候、但、地山切取方 義 弥左衛門権四郎両人之丁場ニ而、 ツ宛御割取被下候様 奉願上候、右願之通被仰付被下候ハヽ、難有可奉存 以上
　文化十一戌年正月
石問屋下相川 　弥左衛門同 　権四郎忰 　石 　松名 　　 　主 　権四郎
　
金銀改出張
　　 　御 　役 　所
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料二六
	
鉱山入用の石類の上納を差免じてもらいたいと、下相川村音次郎らが願い出た。
〔明治四年〕　　乍恐書付を以御願申上候下相川村音次郎外弐人奉申上候、私共昨年迄御請負罷在候御入用石類、当年も上納可仕旨 御差紙被仰付奉敬承候、右ハ去る冬中奉願候通り、何分 請負行届兼、難渋仕候間 何卒格別之御儀以、上納御宥免被成下候様、偏奉願上候、已上
　　明治四
未
年正月
下相川村
　　音 　次 　郎㊞
駒 　次 　郎㊞常 　次 郎㊞
　　
金 　坑
　　御 　役 　所
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料二七
	
戸中村から南片辺村に至る道と地形の様子がわかる。鹿野浦にあるスルス坂
は「すりうす（磨り臼） 」が転訛したもので、 石切場の存在をうか わせる。
○戸中村 　村取付ゟ南片辺へ四拾八丁計
壱丁計 　　　村内
　　　　　　　　　　　　　　　内
四十七 道法
　
〈中 　略〉
一村弐分通位に
而
後ろ之山へ急之石坂弐丁計登、左之
方に道有、浜道夫
ゟ
少しニ
而
三方之道、右
者
戸地之川
上へ出る 直ニ山 、左之方山之腰拾丁計に
而
隠し坂
と申す坂有、戸中村上ゟ是迄道之左右三 間ゟ五拾間位田方、尤海之方
者
田方過分有、山
者
雑木山也、隠し
坂三丁計り登り、夫ゟ又三丁計にし右之方に道有、是者
山道、夫
ゟ
弐丁計ニ
而
四拾弐曲坂と申四丁計曲々下
而
、カノウラ川と申川橋を渡て、甚だ難渋之石浜三丁
計ニ
而
亦川有夫
ゟ
スルス坂と申所へ掛る、此浜カノウ
ラと申由、波打際ゟ五間計此道ゟ外両片辺へ出る道無之由、扨此カノウラと云は往昔丹後国山庄太夫ゟ佐渡次郎と哉云者人を買取、此処に差置粟の鳥を追せし旧跡之由、細き道壱筋有、毒水流るゝ由 伝う、スルス坂に添て難渋之石坂六丁計登り、山
者
雑木壱丁計ニて
観音堂有、是
ゟ
前坂と申
而
弐丁計之石坂下、片辺川橋
を渡て浜壱丁計にて南片辺也、戸中ゟ是迄海辺山岸迄浪打懸、往来出来不申 海中大岩過分有之由    「佐渡国雑志」 『佐渡相川の歴史』資料集四
 高千・外海府
      近世文書
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史料二一
	
この頃は石屋の景気があまりよくなかったが、前記証文のように丁場の石取り出しで又左衛門、権四郎、弥左衛門らの争いがおきているが、この証文はその調停の結果、相手の丁場は決して乱さないことを名主に約した誓約書である。
〔天明四年〕　　相定書之事一、此度、下磨石儀ニ付論処ニ及申候処、今般、御公
儀様ゟ丁場相定書付被下置候故者、書面之通、名主又右衛門、組頭清左衛門、百姓代徳左衛門右三役立会之上ニ而、右書面之写書請取候上者、以後末々ニ至リ候共、相定之通、 々之持分之丁場より石取出し、尤人々之丁場より石壱ツ成共、取出し間舗候、万ケ一 石壱ツ成共取出し候節、見附られ候ハゝ、其石不残取上ケられ可申候 其砌、一言之意儀申舗候、為後証、仍而一札如件
　　天明四
辰
年
閏
正月
石 　屋 　　又右衛門㊞同 　　 　権四郎㊞同 　　 弥右衛門
　　　　名主所
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料二二
	
石材運搬用の石船について、下相川のものは破船となったので、田野浦村の石船にて積廻してほしいと、下相川の石屋権四郎から、姫津浦目付 願 出た。
〔寛政元年〕　　乍恐書付を以奉申上候一、此度私共下石船破船ニ付、御扱下之内ニ而、積廻
候船有之候ハゝ、御申付被下候様被仰下候得共、御扱下之内ニハ小船ニ而壱艘も無御座候、田野浦村五六艘茂御座候間、右村方江［
（破損）
］候ハゝ難有
可奉存候、何分ニ茂右御願之通被仰下候様奉上候、以上
　　寛政元年
酉
十月
下相川村 　石問屋 　権四郎㊞
名 　主 　又右衛門㊞
　　姫津浦御目付所
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料二三
	
片辺の下磨は去冬より海上時化のため、金銀改役所へ積み廻すことはできなかったが、この三月中に相廻すことを申し出ている。
〔寛政三年〕　　乍恐書付を以奉申上候
下磨石之儀、去暮より石数多ク取集置申候得共、去冬より海上之波風荒御座候故、唯今以当表江相廻し、不申候ニ付、此度御役所ニ而御吟味被為遊候、右奉申上候石之儀者、当月中頃迄之内、不残此方江相廻し可申候、少茂御手遣い無之候様ニ可仕候間、格別之御勘弁ヲ以、被為仰付被下候ハゝ、難有 奉存候 以上
　　寛政三年亥年三月
石問屋 　権 　　作㊞同 　　　又右衛門㊞
　　金銀改出はり御役所
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料二四
	
差出人不明であるが、下相川の石切であることに間違いない。営業資金、銭二貫文を役所より借り受けている。
〔文化二年〕　　乍恐書付を以奉願上候一、私共儀前々ゟ下磨上磨共入立申候処、前御貸附と
して、銭弐貫文御貸附被下置難有奉存候、下磨上磨共ニ上納可仕候、何卒右願之通り、被仰付被下置候ハヽ、難有可奉存 分御悲慈之御諚奉 候、以上
　　文化二年丑十二月　　
御問吹
　　御 　役 　所
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　　三ケ所 　　　　　字 　北之岩　　 　　　 水尻　　 　　 　　　松島　　 小以 五ケ所
是者、天和二年戌八月十六日、石屋九人仲間持分取極候連印之証文有之候
　　弐ケ所 字 矢はき　　 　　　 中ノ丁場
是者、享保十二年未十一月、先持源右衛門事、五郎右衛門後家やすゟ譲り請候証文有之
一、同五ケ所 　　　　　　　　　権四郎
　　　内　　三ケ所 　　　　字 かうもり石　　 　　　 桐ノ木沢　　 　　 　　　くろたて
是者、宝永元年申十一月廿日、先持与右衛門方より権助権四郎両人江譲り請候証文有之候、権助儀者商売相止、当時、権四郎壱人に而稼罷有候事
　　　　　　　
横しの内
　　弐ケ所 字 椿ケいろ　　 　　　　　　とうげノ下
是者、享保十二年末十二月、先持平三郎より譲り請候証文有之事
一、同四ケ所 　　　　　　　　　弥左衛門
　　　内　　弐ケ所 　　　　字 古ふね　　 　　　 ふなき
是者、天和二年戌八月十六日、石屋仲間九人持分取極候連印之証文有之
　　弐ケ所 　　　　　字 　小中さい　　 　　　 とっくり坂
是者、延享二年丑年二月、先持作兵衛より弥左衛門弥右衛門江譲り請候証文有
一、同八ケ所 　　　　石屋 　又左衛門
　　　　　　　 権四郎 三人仲間預り　　 弥左衛門
是者、天和二年戌年八月十六日 石屋仲間九人持分取極候連印之証文有之候処、当時商売相止候ニ付、石屋仲間江預り罷有候、追而 先持五人之者共商売致候節者、相返し候積り
　　　内　　壱ケ所 　　字 　大中さい 　　先持 作 兵 衛　　弐ケ所 　　字 すゝ め島 　　同 清右衛門　　 　　　 六六丁場　　弐ケ所 　字 うさきケ浦 　　同 　治郎 門　　 　　　 大ひろあい　　壱ケ所 　字 甚吉かや野 同 　平 三 郎　　参ケ所 　　字 す り 磨 同 　吉 兵 衛　　 　　　 柿ケいろ　合、丁場弐拾四ケ所
右者、勝場下磨石之儀ニ付、此度私共及出入、御吟味之上、丁場ケ所附、双方立会取調候処、書面之通相違無御座候 為後証之、連印書付差上申所、仍而如件
　　天明四
辰
年
閏
正月下相川村
　　石屋願方 　又左衛門㊞
同 　　　　　権四郎㊞同 　相手方 弥左衛門百 　姓 代 　徳左衛門㊞組 　　頭 　清左衛門㊞名 　　主 　又右衛門㊞
　　御 　奉 　行 　所
前書下相川村石切共、勝場下磨石丁場之儀、私共村方海辺ニ而、前々ゟ稼来り候ニ付、御尋ニ御座候処、字ケ所委細之儀者不奉存候得共、 右之者共申上候通 前々ゟ稼来り候儀、相違無御座 、海辺之儀ニ付、村方差障候儀無御座 、奥書印形仕差上申候、以上
戸中村百姓代 　　市右衛門㊞同 　　組 　頭 　　孫 　　助同 　　名 主 　源 六 　郎㊞南片辺村百姓代 　三郎兵衛㊞同 　　組 　頭 　　長 　蔵同 　　名 主 　治郎右衛門㊞北片辺村百姓代 　小 　十 　郎㊞同 　　組 　頭 　　勘 　七㊞同 　　名 主 　惣 十 郎㊞
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
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屋仲間が預った。石船にのっているので石磨代だろうが、その返済は年内に行うといっている。
〔安永六年〕　預り申銭之事　　合拾貫文ハ 　　　　但シ九六銭也右之銭預リ申意趣者、此度拙者共船のり申候ニ付、払ニ越遠申候、右之銭預リ申処実正ニ御座候、済方之儀ハ当年中ニ相済可申候処、相違無御座候、為後日之、銭預リ手形如此ニ御座候、以上
　　安永六
酉
七月五日
銭預リ主 　下相川石問屋中間
　　
権四郎㊞又右衛門弥左衛門㊞権右衛門㊞清右衛門㊞
　　達者村 　惣右衛門殿
書面之通リ相違無御座候、急弥左衛門請合申、印形仕候、以上
下相川村 　弥左衛門㊞
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一八
	
石問屋にとって、鑚焼鍛冶は必要不可欠であって、鍛冶屋が銀山方の仕事に
とられることを差免じてもらいたいと、相川石問屋が願い出 いる。
〔安永八年〕　　乍恐書付を以奉願候一、下相川石問屋共申上候、然処ニ諸買石方江遣候下
うす上うす石切立ニ付、鑚焼鍛冶庄助と申者壱人抱置候処、此度銀山方江山鍛冶相収候様ニ、左様仕候而者諸買石方差支ニ相成可仕と乍恐奉存候、御勘弁を以御免被為仰付被下候様奉願上候、右願之通被為仰付被下候ハヽ、難有可奉 、何分御詫奉仰候、以上
　　安永八年
亥
年六月
相川石問屋
　　　
権四郎㊞又右衛門弥左衛門㊞権右衛門㊞清右衛門㊞
　　御奉行所
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一九
	
石問屋の景気が悪くなり、弥左衛門ら三人になってしまった。石商売について心を合わせて商売することを約している。
　　相対申書付之事
一、先々石問屋と申ハ八軒有之候処、段々物入多相掛
候、皆々商売止メ、只今三人ニ相成候上ハ、此末商売ニ付 いか様有之候共、右商売間方ニ不相成 相止メ此三人一同も相止メ可申事、扨又、石商売ニ付、損毛有之候共相勤候ハゝ、一同ニ心を合商売致可申候、為後日 相対証文、 、仍［
（破損）
］
　　天明三年
卯
三月
石問屋 　又左衛門同 　　　権四郎
　　弥左衛門 　殿
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料二〇
	
下相川の石屋同士が戸中村および片辺村にある勝場下磨のことで紛争となった。 当事者と戸中村が立会いの上、二十四ヵ所の丁場の所有権を明確にした。
〔天明四年〕　　　　覚一、下磨石丁場七ケ所 　　
又左衛門忰
　　　内 　　　　　　　　　　　又左衛門　　弐ケ所 　 うがすかけ　　 　　　 嘉右衛門丁場
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請 　　　　　清右衛門㊞
　　　　　　
同 　　村
　　 弥右衛門殿
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一四
	
下相川の石問屋や鍛冶屋らが、石磨切出し道具をつくる入用炭を、戸地村百姓より買入れたいと願い出ている。
〔宝暦九年〕　　乍恐御訴訟申上候一、拙者共之儀者、下相川村石問屋鍛冶屋共ニ而御座
候、然所ニ諸買石方江上磨下磨切出し、道具遺炭ニ致度御座候故、戸地村百姓共江相対仕候得者、炭焼出し可申由ニ御座候間、右之炭買入申度存 間、被為仰付被下候ハヽ難有奉存候、 何分ニ茂御詫奉仰候以上
　　　宝暦九年卯三月
下相川村石問屋代
　　　弥右衛門
鍛冶屋代
　　　庄 助
名 　　主
　　　又右衛門
　　　御役所
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一五
	
下相川の石問屋が、山内の買石に石磨をもちこむための番所通過鑑札を願い出ている。
　　乍恐書付を以御願申上候
一、拙者共之儀者、下相川村石問屋共ニ而御座候、然
所ニ買石方江頭磨差越申候所、其度々御かん札之御改御座候得共、只今迄御かん札 持不仕候而、殊外難儀仕候ニ付、此度御願申上候、大
（辰
手巳口
御御番
門所通
御り）
かん札
弐枚、戸
（坂
吹本口
所御番
之所通
御り）
かん札弐枚、駄賃持御かん札壱枚、
以上五 右願之通被仰付被下候ハヽ、 難有可奉存候、何分ニも御詫奉仰 、以上
　　宝暦十一巳年二月
下相川村
　　石問屋 　権四郎㊞
同 　断 　弥右衛門㊞
金銀御役所
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一六
	
石切どもに飯米を下附してもらいたいと願い出たもので、飯米が不足しがちな石切らの状況がわかる。
〔明和五年〕　　乍恐書付を以奉願候
一、下相川村石切共ニ而御座候、然所ニ去冬、度々飯
米之儀奉願上候得共、被仰付茂無御座候処、又々奉願上候者、至而不調法ニ御座候得共、拙者共商売ハ、外海府四里余片辺村と申所 而、買石江遣候下石磨切出し、 海上積廻し、 扨又、 居村ニ而者、 上磨切出し、諸買石江売買仕候得者、飯米大夫入申候得共、在米少茂無御座候、勿論町方ニ茂無御座候、何卒御勘弁を以、当二月ゟ七月迄夫飯米と て、御米壱ケ月ニ付、五石宛被仰付被下候様奉願上候、右飯米無御座候而ハ 拙者共稼茂不相成 得者、諸買石差支有之候而者、拙者共方江茂、御吟味有之 而 至而難儀仕 間、右願通り被仰付被下 ハヽ、難有可 存候、何分ニ茂御詫奉仰候 以上
　　明和五子年二月
下相川村
　　　　　　　
石 　切 　権四郎㊞同 　断 又左衛門同 　断 権右衛門㊞同 　断 清右衛門㊞同 　断 弥右衛門㊞名 　主 又右衛門㊞
　御奉行所
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一七
	
弥左衛門が保証人になって、達者村惣右衛門より十貫文の銭を下相川の石問
文 献 資 料
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丁場売主
　　や 　　　す㊞
仁 　　代
　　福 　松印
五人組
　　吉 兵 　衛㊞
石問屋共
　　 　　　
五人組
権 助㊞
同 　　　
　　甚右衛門㊞
同 　　
　　豊 太 　郎
百姓代
　　左次兵衛㊞
組 　　頭
　　平右衛門㊞
名 　　主
　　半左衛門㊞
同 　村
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　又右衛門　　 　　参
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一一
	
下相川の石工は石磨のほかに切石、戸前石、土台石、石垣石などを切り出しており、鉱山が衰微してからは、これらの需要が増えていった。
　　覚　　 　　但、壱尺三寸四方
一、切石 　　　　　　　　　　　
此切スエ手間
　　 　　高サ六寸 　　　 　 　　　　 　　
一工ニ四ツ
　壱ツニ付 代弐百拾 文宛
手間代壱工ニ付
　 　 　
百六拾文宛
　　 　　 壱尺壱寸四方
一、切石 　　但、 　　　　　　　　
右同断
　　 　 高サ六寸
　　壱ツニ付 　代百三拾弐文宛　　 　　　　長サ六尺幅壱尺
一、戸前壱本 　但、 　　　　　　　　
但、
　　 　　 高サ八寸　　壱本ニ付 代弐貫六百四拾文宛　　 　 幅 九寸 　
   土台スエ手間壱工ニ付
一、土台石 　但、 　　　 　　
但、　
弐間半引
　　 　　 高サ五寸
   但、壱工ニ付百六拾文宛
　　壱間ニ付代四百八文宛　　 　 壱坪ニ付石数
　　
  面七寸五分
一、石垣石 　但、 　　 　　
但、指入壱尺五寸
　　 　　 六十四 　
　　
  壱坪ニ付七工半
　　
石壱ニ付 　代三拾三文宛 　但、「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一二
	
粉成所の上磨と下磨の価格が書かれている。
　辰九月十一日粉成所書付上候扣
一、下磨石 　　　　但、鯨さし六寸弐分五厘
　　　　　　　　　
是を壱尺として
　　代銭六百六拾四文
一、上磨石 　　　　但、さし右同断
　　　代銭 五百弐拾文
一、頭磨石 　　　　但 さし右同断
　　　代銭 　五百廿文　　
上り
一、下磨石 　　かね壱尺ニ付
　　　代銭 八百拾弐文
　　
上り
一、上磨石 　　同 　壱尺ニ付
　　　代銭 　六百六拾四文　　
上り
一、頭磨石 　　同 　壱尺ニ付
　　　代銭 　六百六十四文　右之通ニ御座候
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一三
	
片辺の下磨丁場（徳利坂）の譲り渡し証文である。
〔延享二〕　片辺村下石丁場譲り渡申証文之事　代印銀合弐拾目 　　　但極印銀也字小中さい 　　とつくり坂
　此境南ハ橋掛切北ハ桐木沢権四郎丁場境也
右者子年御収納其外払方ニ指詰り候故、其方へ譲り渡し代印銀不残慥請取申候、若此丁場ニ付何方より構出入申もの御座候ハ、此連判之者共罷出埒明、其 へ六ケ敷儀少 掛申間敷候 為後日 下石丁場譲り渡申証文、如此ニ御座候、以上
　延享二年二月
下相川村
　　　　　　　　　　
丁場譲り主 　作 　兵 　衛㊞親 　　　類 　徳 十 郎㊞
切スエ手間壱本ニ付壱工壱工ニ付百六拾文宛
石垣附手間壱工ニ付百六拾文宛
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右衛門すは磨かきは立吉兵衛と定む
『佐渡年代記』上巻
　史料八
	
年代不明であるが明暦年間頃のものかと思う。石切町の石工らが銀山の景気に強く左右されている様子がわかる。石切役のあったことや資金や米・鉄なども奉行所から借りていた。金銀山の景気が悪く、石切の生命であるタガネをつくる鍛冶役を宥免してもら たいと願い出ている。
　　乍恐御訴訟申上候
我等共拾人のもの共ハ、 下鮎川石切町にて石磨ヲ切立、［（破損）
］申、諸買石ニ鏈ヲこなさせ、金銀ヲとり出
させ、大分之御運上御役銀も第一石磨にて仕り上ケ申候、石ヲ切申諸道具ハ、皆鉄にて仕り出し、大分之入用、人てまかかり申ニ付、先御代御山盛之時ハ 銀子ヲも御米鉄をも、御公方様ゟ御かし被成候故、石切大工も入こみ、町ゟ鍛冶も入こみ、万事自由ニ御座候処ニ、近年ハ 山も悪敷罷成候故、入用も かし不被成、其上、石うすの直段ハ下直ニ罷成、石切共弥々身上罷成候間 今度殿様 慈悲ヲ以テ、御役以下少し 用捨被成可被下候御事石切諸道具ハ皆鉄にて仕り立申ニ付、先年 山盛之時ハ、町鍛冶石切町へ入こみ、月々に鍛冶役 仕切申諸道具ヲ仕くれ とも、近年ハ石切町おとろへ
申ニ付、町鍛冶も不罷在候ニ付、石切申あら道具ハ、町の鍛冶ニあつらへ仕候、手金のさきヲやき申計ニ、石切 ニ 壱式之毎月御役仕 儀、迷惑ニ奉存、如此御訴訟申上候、山之内の諸間歩ニ手金計やき申ニハ御役無 座候、我等共も手金之さき計やき申候間、御慈悲と被思召被聞召上、山之内間歩口之鍛冶同前ニ御役なしニ被成被下候ハヽ、難有可奉存候、以上
　
酉
六月朔日
石切町
　　拾人の石工共㊞
　御奉行様
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料九
	
片辺村に新見立の石切丁場を開いて、安い下磨を切り出したいと石切町次左衛門らが願い出ている。
　　　乍恐御訴訟申上候
一、片辺村下磨長場者、なかさいうのすかけ中の長場
横地四ケ所ハ、右御訴訟申上候石切共ニ、被仰付候通り入合ニ致、中間ニ仕候、四ケ所之外ニ、雀嶋うさぎか浦と申所、新見立仕候間 ふしん致、大分ニ石切出シ、右之通直段下直ニ売可申候、只今者惣石切一身仕り、石之直段高直ニ売申候間、買石中之つまり、其上公納之さわり 罷成候 、此儀偽りニ被思召者、買石中ヲ被召出、御尋被下 者可存忝候、右之新見立所被仰付被下候者、買石衆之儀ハ不及
ニ、山中ともニくつろぎニ而御座候、其上、御公納大分 指上ケ可申候、御慈悲と被思召、被仰付被下候者、難有可奉存候、以上
午七月 　　　　　　　　　　
石切町
　次左衛門
治郎右衛門
　　御 　奉 　行
 様
「播磨家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料一〇
	
下相川村五郎右衛門後家やすが、矢はぎ中の下磨丁場二か所を同村又右衛門に売り渡している。
〔享保一二〕　　我等持分之下石丁場弐ケ所 　永代売渡申証文之事字矢はぎ中ノ丁場一、丁場弐ケ所
　　代印銀合百弐拾目者 　　　但 　極印銀也
右者下石丁場売渡［
（破損）
］者、手前不如意仕リ、借
銀重り百姓前御［
（破損）
］勤御座候ニ付、名主組頭五
人組石問屋相談ヲ以、代印銀百弐拾目売渡申候、勿論二重売ニも不仕候、 之義者其方江相渡申候、若此丁場之義ニ付、何方ゟ出入申来候共、此連判之者共罷出申分仕り、其方へ六ケ敷義少茂掛申間敷候、此□以末々其方支配ニ可被成候、為後日之 仍如件
　　享保十二年未十一月
相川村五郎右衛門後家
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一言之御うらみ申間敷候、 為後日一筆如件ニ御座候、以上
　　　寛文四年
片辺村
　　　　　　　
辰ノ三月十六日 　　　　かなこ 　仁 　　蔵㊞
同 　村
　　　　　　　
証 　人 　小左衛門㊞
　　　　
下磨丁場主
　　 長五郎殿
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料五
	
寛文四年に切り出した上丁場では、この年も下磨を切らしている。
〔寛文一三年〕一、 九年前ニのほり之丁場、其方之入用ニ而被致候所
紛無御座候、其上今度ろんしょうの水尻之大石も其方之丁場之内ニ而御座候、何時成共其方下磨入用之砌ニハ、 はらい次第ニ何ほと成共切出し積越可申候、我等作兵衛頼申候ニて紛無御座候、為後日之、手形如件御座候
　　　寛文拾三年　　 丑ノ九月十九日
片辺村
　六左衛門㊞
石切町
　　　　　　　
証 　人 　作兵衛㊞
　　　　　　
石切町
　　 又左衛門どの　　 　　　　　　　　
まいる
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料六
	
下相川石工の持分であった丁場二十四ヵ所と、下磨の石材の変遷が書かれる。
〔天和二年〕●戌八月十六日、石屋下相川作兵衛、五右衛門下石丁場出入ニ付、左之通銘々持分之丁場（朱書き）○こう森沢・桐木沢・春立 　与二右衛門 　○たふね・ふなき 　弥左衛門 　○椿木色・当ノ下・甚吉かやの 　平三郎 　○すすめ嶋・父六丁場清右衛門 　○徳利坂・小中さハ・同大 　作兵衛 　○松嶋・登リ石・水尻
（記
載なし）
　○うか須かけ・白丁場 　又右衛門 　○うさ
ぎ浦・大目合 　治郎右衛門 　○やはき・中丁場 源右衛門 　○すハ磨・かきハ色 吉○銀山立始買石入用根本下石慶長年中石切四兵衛、源右衛門、播州見影又越後国山ノ下墨岩寄村と申所より取寄、其後鎮目市左衛門様御支配之節両人願ニ付当国戸中村より片辺村之間江石切丁場見立、石舟五艘壱双宛上前ヲ取来リ候所、過分之由致難儀候段、慶安四卯年願ニ付相止 　石屋六蔵、本国播磨、四代以前
作兵衛召連当国江渡海 　○同吉兵衛名跡六左衛門、本国越後小兵衛四兵衛子分ニ成 　○同五郎右衛門、承応元辰年片辺村やはきと申丁場相稼 治 持分之内うさきが浦平三郎持分横地よりきす石切出候ニ付、宝永三戌八月石切町平三郎治郎右衛門、五郎右衛門各罷越
「佐渡古実略記」 『佐渡国略記』上巻
　史料七
	
下相川石工の持分であった丁場十九ヵ所と、下磨の石材の変遷が書かれる。
〔天和二年〕一 　八月十六日下相川村石屋作兵衛又右衛門なと云者
勝場入用の磨下石丁場出入訴出に付起立を取糺す處慶長年中銀山立始りの砌播州見影より石切四兵衛源右衛門と云もの来り見影より石を廻し磨石に用ひ亦越後国山ノ下黒岩歌村と云所 も取寄 か鎮目市左衛門支配之時右両人願により佐
一
州本
戸戸
中地
村より片邊
村の間タにおいて石切丁場を見立磨 切出し相川へ廻す石船五艘 付 壹艘宛は全く石切共 得分となしたる由之處慶安四卯年より相止今 おいては丁場猥りに成たる由に付銘々持場を極めこう森澤桐木澤墨立は與次右衛門たふねふなきい弥左衛門椿木道
村
当ヵ
の外甚吉かやのは平三郎すゝめ島丈六丁場 清右衛門徳利坂小中さひは作兵衛うさき浦大日合は治郎左衛門うかすかけ白丁場 又右 門やはき中丁場 源
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一、下相川村は柴町と橋を境候迄にて相川同様の儀に候得共 農家の風俗は相分れ候。但海猟も有
レ
之或若
和市、荒和市、雪海苔等を取り売出し其外海草を苅り粮に仕候。且石切の細工有之、近辺の岩を切り出し、又買石勝場の下磨石は、北狄村より船 　　にて運び細工調へ売出し候。又鍛冶有
レ
之鉈、鎌、鍬、斧の類を
多く打出し候。
『佐渡四民風俗』
　史料三
	
片辺より切り出される下磨は、品質が悪く、 高値であると買石衆が言うので、品質のよい又右衛門丁場の下磨を買入れることになった。又右衛門は長五郎より銀子を借用したの 、長五郎に磨丁場の権利を譲り渡し、片辺村仁蔵に切り出させている
〔寛文四年〕一、今ほとハ、石切町石切衆吟味被致、片辺ゟ悪敷下
磨切よせ、直段高直ニ売被申候ニ付、我等之旦那方買石衆被申候故、其方能下磨切よせ被申候者、直段之儀者何程ニも能やうニ買可申候、其上入用無調ニ候者、重而買石中ゟ相当之頼母子、為合力可申候と被申 得とも、只今ノ入用罷不成候間 此度ノ儀ニ
　史料一
	
慶長年中に越中国より石工が来島したことが書かれる。
　　石 　　工
慶長年中ニ越中ヨリ五郎兵衛ト言フ石工来リテ此業ヲ勤ム。陣屋或ハ味方孫太夫屋敷木原正順等ガ石垣ヲ築ク。其外諸方ノ石細工ヲナセシヨリ弟子多ク付キテ次第ニ広ガルトゾ今に一町此業ヲ勤ム。石切町下相川村ニアリ。
『佐渡相川志』
　史料二
	
下相川村住民の生業の中に石工の記述がある。また、下磨の石材を北狄村より「石船」で運搬したことがわかる。
凡 　　例【附編】では、片辺・鹿野浦海岸石切場跡に関連する史料として、次の七点を収録した。
　
1
　『佐渡国略記』
　
2
　『佐渡年代記』
　
3
　『佐渡相川志』
　
4
　『佐渡四民風俗
　
5
　「播磨家文書」 （ 「下相川石工文書」 『佐渡相川の歴史』
資料集二
 墓と石造物より転載）
　
6
　「本間家文書」 （ 「下相川石工文書」 『佐渡相川の歴史』
資料集二
 墓と石造物より転載）
　
7
　「佐渡国雑志」 （ 相川の歴史』資料集四
 高千・外
海府近世文書より転載）
而有之候間、米ニ而も銀子ニ而も正月ノつがう御かし給候者、則片辺村かなこ仁蔵 も一筆為致、其方丁場主ニ名付仕り可申候、其上此丁場之儀者、御公方様へ御忠節、山中諸買石衆くつろぎニ御座候、以来ハ其方丁場かせき被申候共、又ハ何方へ預ケ被申候とも、 之入用ニ而仕立申丁場 紛無之候、於以来ニ我等之儀者不及申 、何方ゟ少も出入申もの御座有間敷候、為後日之証文如此ニ御座候、以上
　　寛文四年辰ノ三月十六日　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石切町
　　　　　　　　　銀かり主 又右衛門㊞
片辺村
　　　　　　　　　
証人 　仁 　　蔵㊞
　　　
下磨丁場主
　　 長五郎殿
「本間家文書」 『佐渡相川の歴史』資料集二
 墓と石造物
　史料四
	
長五郎が又右衛門より譲り受けた下磨丁場は片辺村のかなこ仁蔵に丁場仕立を請負わせ、切り出させている。
〔寛文四年〕一、其方取かへニ而、下磨丁場仕立申処紛無御座候、
此丁場之石壱ツ成とも余方売申間敷候、若左様成儀致候者、此丁場取上ケ何方へ預ケ被申候とも、我等
此船を石船と申候
片辺・鹿野浦海岸石切場跡関連文献資料
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図 版 1 調査区（Ⅵ区）遺構分布図　1：400
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調査区（Ⅶ区南）遺構分布図　1：400 図 版 1
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図 版 16
「佐渡一国海岸図」〔一部〕戸中村から南片辺村付近抜粋　　〔天保 13年（1842）石井文海筆　相川郷土博物館　蔵〕
「佐渡一国海岸図」片辺・鹿野浦海岸周辺部〔上図部分〕
部分拡大範囲
図 版 17
Ⅰ区遠景（北東から）
Ⅰ区（北から、崖下の岩場が丁場跡）
図 版 18
Ⅰ区（東から）
Ⅰ区採石域（北東から）
図 版 19
Ⅱ区〜Ⅶ区遠景（南西から）
Ⅶ〜Ⅷ区（北から）
図 版 20
採石 3（北西から） 遺構 1b 矢穴（北西から）
遺構 2a・2b 矢穴（南西から）
遺構 5 矢穴（北から）
採石 1 の採石痕（南東から） 採石 2（南から）
遺構 4 〜 10 採石域（北西から）
遺構 7 矢穴（南西から）
図 版 21
遺構 9 矢穴（南東から）
遺構 11 矢穴痕（東から）
遺構 10 矢穴（南から）
遺構 15 矢穴（東から）
遺構 20・21 矢穴下の北側崖（北東から）
図 版 22
遺構 20 矢穴（南から）
遺構 22 周辺の岩塊（南から）
遺構 23 矢穴（東から）
採石 1　遺構 27 周辺の採石痕（東から）
遺構 21 矢穴（南東から）
遺構 22 矢穴を持つ岩塊（東から）
遺構 25 矢穴（北東から）
遺構 27 矢穴痕（南東から）
図 版 23
採石 6（南から）
Ⅱ区遠景（南から）
Ⅱ区遠景（南から） 遺構 30 削岩機痕（西から）
採石 1〔右〕と崖（東から）
図 版 24
Ⅲ区遠景（南東から）
Ⅲ区近景（北から）
図 版 25
採石 8（北から）
遺構 33 矢穴（西から）
遺構 34 矢穴（西から）
遺構 40 矢穴（西から）
遺構 32 矢穴（北から）
遺構 34 矢穴（西から）
遺構 39 〜 41 矢穴（南西から）
遺構 42 矢穴（西から）
図 版 26
Ⅳ区近景（東から）
Ⅳ区近景（南東から）
図 版 27
Ⅳ区近景（東から）
遺構 45・46 矢穴（北から）
図 版 28
遺構 44 矢穴痕（西から）
遺構 46 矢穴（北西から）
遺構 45 矢穴（北から）
遺構 47 矢穴（北西から）
Ⅴ区遠景（北から）
図 版 29
Ⅴ区採石 13（南東から）Ⅴ区採石 12（北東から）
Ⅵ区近景（南東から）
Ⅵ区近景（西から） 遺構 48 矢穴痕を持つ岩塊（北から）
図 版 30
Ⅶ区遠景（南東から）
Ⅶ近景（南から）
図 版 31
Ⅶ区遠景（北東から）
Ⅶ区採石 15（西から）
図 版 32
遺構 50 矢穴を持つ岩塊（南東から）
遺構 54 矢穴痕を持つ岩塊（北から）
遺構 52 矢穴痕を持つ岩塊（北西から）
遺構 56 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
採石 14　遺構 57 〜 63（北から）
図 版 33
遺構 57 矢穴痕（南西から）
遺構 61 矢穴痕（南西から）
遺構 63 矢穴痕（西から）
遺構 66 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
遺構 57 西側の採石痕（北東から）
遺構 62 矢穴痕（西から）
遺構 64 矢穴痕（北から）
遺構 67 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
図 版 34
遺構 69 周辺（北から）
遺構 72 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
遺構 80 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
遺構 83 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
遺構 69 矢穴痕を持つ岩塊（北東から）
遺構 73 矢穴痕を持つ岩塊（東から）
遺構 81 矢穴痕を持つ岩塊（北から）
遺構 85 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
図 版 35
遺構 87 矢穴痕を持つ岩塊（東から）
遺構 90 矢穴痕（北から）
Ⅷ区近景（南から）
遺構 87 北東の未成品（東から）
遺構 93 矢穴痕を持つ岩塊（西から）
図 版 36
Ⅷ区遠景（東から）
雀島と推測される沖合いの岩礁（南から）
図 版 37
「佐渡国金掘の巻」〔部分〕にみる石磨を用いた鉱石粉成の様子　　　　　　　　　　　　〔相川郷土博物館　蔵〕
佐渡奉行所跡出土の石磨（下磨） 佐渡奉行所跡出土の石磨（下磨）
上相川遺跡の石磨片（下磨） 鹿野浦で見られる礫岩を使用した石垣
図 版 38
花崗岩質礫岩（利用の形跡あり）
花崗岩質礫岩の崖（利用の形跡なし）
平根先波蝕甌穴群
鹿野浦　安寿塚
花崗岩質礫岩（利用の形跡あり）
花崗岩質礫岩（利用の形跡なし）
北片辺海岸の岩礁
鹿野浦　韃靼塚
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片辺・鹿野浦海岸
石切場跡
生産遺跡 近世
矢穴・切り
出し痕
土相川金銀山で大量に使用された鉱山臼
（下磨）用の石材の石切場跡。石材を切
り出した痕跡が残る。

